
--　ISL Onlineの導入経緯を教えてください。

株式会社LIXILに参加する5社のITインフラ統
合を行うことをきっかけに、社内ヘルプデスク
で使用するPCリモートコントロールツールを新
たに選定することになりました。

それまでは、5社がバラバラのツールを使って
いました。例えばWindowsに標準搭載されて
いたNetMeetingや、MicrosoftのSMS、外資系
ソフトウェア会社のツール、IT資産管理ツール
に付属されているリモートコントロール機能、な
どが挙げられます。

それらの中には、今後のバージョンアップやサ
ポートの予定が無く、使えなくなるツールも含ま
れていました。これからもLIXILグループ全体で
統一されたヘルプデスクサービスを提供するた
めには、今後も継続して利用できるリモートコン
トロールツールを導入する必要がありました。

5社のITインフラを統合させるためには、多岐に
渡るハードウェアやソフトウェアの選定や開発が
求められます。その中でもリモートコントロール
については早い段階、情報収集から含めると今
から2年ほど前から選定作業を始めていました。 

--　なぜ、リモートコントロールツールの統一
化は優先順位が高かったのでしょうか。

後々のことを考慮し、事前に準備したほうが良い

1. クライアントへのインストールが不要
２．「ワンタイム型」と「常駐型」が両方使える
３．自動再ログオンできる
４．NAT越えができる
５．対象PC台数、同時接続数は無制限

--　挙げていただいた5つの理由について、それ

ぞれ詳しく教えていただけますか。

では、順に説明します。 

【1. クライアントへのインストールが不要】
多くのリモートコントロールツールは、クライアン
ト端末にエージェントソフトのインストールが必
要でした。それだと、数万人の社員に展開させ
るだけで一苦労です。加えてそもそもクライアン
トにはあまり物を入れたくありませんでした。

ISL Onlineの「ワンタイム型接続」を使えば、クラ
イアントへのインストール作業は一切不要です。
社員に手間をかけずに、ただちに導入後に運
用を開始することができます。ISL Onlineを含め
、候補製品の中でクライアントへのインストール
が不要なツールは数社しかありませんでした。

【２．「ワンタイム型」と「常駐型」が両方使える】
一方で、上述のワンタイム型だけだと不便なこ
ともあります。たとえばサーバーのリモートコント
ロールです。接続するたびに、対象となるサー
バの側にいる人に接続作業を手伝ってもらわ
なくてはいけません。

ISL Onlineの「常駐型接続」を使えば、サーバ
ーにエージェントソフトをインストールすることで
、離れた場所から常時リモート接続を行うことが
できます。「ワンタイム型」と「常駐型」の両方が
使えるツールは、ISL Onlineともう1つくらいしか
ありまでんした。

【３．自動再ログオンできる】
他社のワンタイム型リモートコントロールツール
は、ログオフするとセッションが切れて使えなくな
り、再接続しなければいけませんでした。一方で
ISL Onlineは立ち上げたセッションを維持したま
まで、ログオフや再起動の実行が可能です。  

--　全社導入するリモートコントロールツール
の選定作業は、どのように進められたのでし
ょうか。

統合前の5社の担当者が手分けして調べ回り
、候補ツールをリストアップしました。統合後は
4万名（選定当時）を超える社員を対象に使わ
れることになるツールです。基本的な要件を満
たすことはもちろん、より性能の良いツールを
選ぶために、国内で知られている製品だけで
はなく海外製品の情報も集めました。最終的
に15社の製品をリストアップしました。

それから試用版を入手して動作を確認したり、
各製品を提供するITベンダーの担当者に様
々な質問や要望を投げかけたりしながら徐々
に絞り込んでいきました。

最終的にオーシャンブリッジの「ISL Online」
に決定したのは、2010年の夏でした。

--　15社の候補から、オーシャンブリッジのISL 

Onlineを選んだ理由を教えてください。

最終候補に残った製品は、基本的な操作性は
どれも同じ程度でした。 ISL Onlineを選んだの
は、ISL Onlineが下記の点を全て満たしていた
唯一のツールだったからです。

と判断しました。たとえばアプリケーションの統合
作業を順に行っていく中で、ユーザー側で何か
起こったときにそれをリモートで確認できるツー
ルが無いと開発の手が止まってしまいます。

また、全ての統合作業が均一に進むわけでは
ありませんから、部分的には「別々の会社のネ
ットワーク」や「異なるシステム環境や仕様」を
横断して遠隔サポートが求められるケースも必
ず起こります。 

従来まで各社がバラバラに使っていたツール
は、そのようなニーズに応えられるものではあ
りませんでした。複数企業のシステム統合を円
滑に進めるためにも、まずリモートコントロール
ツールを統一させ、全社導入することが求めら
れていました。
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1. システム統合を止めないためのツール選定

「    社の候補製品の中で最も性能の良かった ISL Online は
　　　　　　でも他社を圧倒しました」

株式会社 LIXIL インフォメーションシステムズ様

コスト面
15

＜株式会社LIXILについて＞ 
建材・住宅設備事業を展開するトステム、INAX、新日軽、

サンウエーブ工業、東洋エクステリアは2011年4月に統合し

、売上高1兆円以上、社員約6万人の「株式会社LIXIL」とし

て新たなスタートを切りました。建材・住宅設備機器業界の

リーディングカンパニーとして、国内では13支社83支店、

287営業所、44カ所の生産拠点を保有し、海外は17カ国で

生産販売活動を展開しています。

＜LIXILインフォメーションシステムズについて＞ 
株式会社LIXILに参加した5社のIT部門が2011年4月に統合

し「LIXILインフォメーションシステムズ」として発足しました。

システム企画支援、設計開発、運用、EUC推進などLIXILグ

ループのビジネス展開をITで支える活動を行っています。

LIXILグループでは、5社の企業統合に伴い、社内ヘルプデスクで使用するリモートコントロールツールを一新。15の

候補製品の中からオーシャンブリッジの「ISL Online」を選びました。株式会社        インフォメーションシステムズ　技術

管理統括部　インフラ技術室　主査　越川　亘氏(中央右)、同部　インフラ統合推進室　主査　源 公久氏（中央左）に、選

定の経緯やISL Onlineを選んだ理由について詳しく伺いました。

※写真左端：弊社執行役員の菅沼、右端：弊社マーケティング部の岩田

LIXIL
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ISL Online 15日間 無料 体験の申込は www.islonline.jp
●ISL OnlineはXLAB d.c.o.の商標です。　●その他の社名または商品名等は、各社の登録商標または商標です。

●お問い合わせ先

この印刷物の内容は、2011年10月現在のものです。

実際のヘルプデスクサービスでは、「色々な設
定変更をした上での再起動」が頻繁に起こりま
す。どのユーザー権限だと障害が起こるかを確
かめるために、再接続を繰り返すこともあります。
そのような時にいちいち接続作業を行っていて
は、ユーザー側もオペレーター側も大変です。 

【４．NAT越えができる】
複数企業間でシステム統合を行う際には、ネッ
トワークの重複が必ず起こり、NAT（ネットワーク
アドレス変換）を施さなければいけなくなります。

他社製のリモートコントロールの多くは、クライア
ント側でIPアドレスの入力を求めるものです。
NAT越えをして向こう側のネットワークと接続す
るためには、NAT変換後のアドレスを指定すれ
ば可能ではありますが、それをいちいちオペ
レーターやユーザーが判断、操作することは普
通できません。

ISL Onlineは外部からの接続と内部からの接続
の両方に対応できるので、高度なスキルを持た
ないオペレーターでも、NAT越えを考慮するこ
となく、ネットワークが重複している相手の端末
にも簡単に接続してリモートサポートを行うこと
ができます。

【５．対象PC台数、同時接続数は無制限】
リモートコントロールツールの導入費用は、大き
く2パターンあります。

＜パターンA＞ 
クライアント数に応じたライセンス費用
＜パターンB＞
同時接続数に応じたライセンス費用

パターンAは、たとえばIT資産管理ツールに付
加されたリモートコントロールツールを使おうと
するような場合です。このパターンだと、当社の
場合はもうお手上げです。どんなに値引きをお
願いしても「数千円のライセンス単価 × 40,000
人分（選定当時）」となってしまい、とんでもない
費用になってしまいます。 

専用のリモートコントロールツール製品では、パ
ターンBのような場合が多かったです。当社の
場合これまでの利用実績から考えると同時接
続数が20～30は必要でした。

ISL Onlineには、同時接続数が「無制限」の
コーポレートライセンスがあります。

これが非常にコストパフォーマンスが高い！ 
上記のパターンAはもちろん、パターンBの別
の製品と比べても圧倒的だと言っていいと思
います。 

そもそもこれまで説明してきた上記の1～4の
条件を全て兼ね備えていたのは、候補ツール
の中でもISL Onlineしかありませんでした。加
えて、コスト面でも大きなアドバンテージがあっ
たということです。

以上のような理由で、LIXILでは全社導入ツー
ルとしてISL Onlineを採用しました。 選定を行
うために既に試用版をサーバーにインストー
ルしていましたし、クライアントインストールの
必要もありませんでしたので、すぐに使い始め
ました。 2010年9月から使い始めて、現時点で
約1年経ちました。

ISL Onlineを使えばネットワークの向こう側でもリモートサポートができる

“ユーザー向けにワンタイム型、

サーバー向けに常駐型と簡単に

使い分けられるのが便利です”

“どんな業界でもいつ 　　　や統

廃合があるかわかりません。

先 々 の リ ス ク を 考 え る な ら、

ISL Online をおすすめします”

M&A

導入から 1 年、 現在までの評価

　　　対応のオンプレミス版リリースに

期待

iPad

--　導入から1年経ったISL Onlineを評価してい

ただけますか。

不具合が起きることもなく、日々順調に使えてい
ます。ユーザー用に簡単なホームページを作り
ました。それにより、電話口でオペレーターが
「このサイトのこのリンクをクリックしてください」「8
桁のコード番号が自動で出ますので、それを
ここに入力してください」と伝えるだけで、簡単
にリモート接続ができるようになりました。 

オペレーターからは「再接続できるのがいいね」
とよく言われます。やはり、実際のヘルプデス
クサービスの中では再起動するシーンが多い
のだと思います。

つい先日は、中国にある拠点に出張してシス
テム構築の作業を行ったのですが、戻ってき
てから不具合が発生し、ISL Onlineを使ってリ
モートで直しました。不具合のたびに出張とい
うわけにはいきませんから、助かっています。

--　今後、ISL Onlineに期待したいことはありま

すか？

ISL Onlineに付属している「チャットサポート」
や「Web会議」の機能はまだうまく活用できて
いません。有効な使い方があればぜひ教えて
いただきたいです。 

また、当社では営業担当者向けにiPadを6000
台導入しました。iPadでもリモートコントロール
やWeb会議ができるようになると、活用の幅が
広がります。更なるバージョンアップに期待し
たいところです。

ISL Onlineのクラウド版のほうは既にiOS対応さ
れていて、iPadから社内PCにアクセスする機
能が実現されていると聞いていますので、弊
社が使っているオンプレミス版のほうでも早く
iOS対応してほしいですね。

--　最後に、オーシャンブリッジへメッセージを

お願いします。

色々なITベンダーと一緒に仕事をしています
が、その中でもオーシャンブリッジは特に「面
白いツールを見つけてくる会社」だと思います
。これからもユニークで役立つ製品をどんどん
紹介してください。よろしくお願いいたします。

お忙しい中、ありがとうございました。
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ISL Online 国内総販売代理店

株式会社オーシャンブリッジ

〒107-0051

東京都港区元赤坂一丁目5番12号
住友不動産元赤坂ビル7階
E-mail: isl@oceanbridge.jp TEL: 03-6809-0967(営業部)
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